
公益社団法人 地盤工学会 

平成23年度  第5回 技術普及委員会 

議事録 
 

日 時 平成23年12月19日(月) 14：00～17：00 会 場 地盤工学会3階中会議室

委員長 村田 芳信 ○ 幹 事 秦 樹一郎 ○ 幹 事 渡邉 康司 ○

委 員 王   林 × 委 員 栃尾  健 ○ 委 員 長屋 淳一 ×

委 員 野末 康博 × 委 員 山川 優樹 ○ 委 員 山中 捻 ○

委 員 林 豪人 × 委 員 辻村 崇 ○ 委 員 後閑 勇 ×

委 員 喜多川 俊介 ○ 委 員 松本 幸久 × 事務局 廣松 さおり ○

○：出席  ×：欠席 

 

報告・確認事項 
 
1．議事録担当者 (資料-1） 

 喜多川委員が指名された． 
 
2．前回(10/25)議事録の確認 (資料-2) 

 前回議事録（辻村委員担当）が承認された． 
 
3．事業部会(10/25)議事録案 (資料-3) 

 村田委員長より，第4回事業部会の概要について報告があった． 
 
4．第8回理事会(11/30)議事録案 (資料-4) 

 村田委員長より，第8回理事会の概要について報告があった． 
 
5．オンデマンド講習会進捗状況 (資料-5) 

 渡邉幹事より，オンデマンド講習会進捗状況について報告があった． 

・配信方法を検討していく. 

・ネット配信を行う場合、KITを含め配信会社の選定が必要. 

・次回のオンデマンドWGは,年明けに開催予定 
 
6．コース制ＷＧ報告 (資料-6) 

 辻村WG長より，コース制ＷＧ（12/19）の概要について報告があった． 

・終了証を3名に発行した． 

・来年2月号の学会誌に終了者の氏名を記載予定. 

・コース制の受講者を増やすために、ＨＰ、学会誌、各講習会にてアナウンスを行う予定. 

･1年でコース制を終了出来るように、各コースで12講習以上の講習計画を検討する． 

・オンデマンド講習会についてもコース制の対象とする。 

 

7．図書出版作業進捗状況 (別添資料-1) 

 事務局より，図書出版作業の進捗状況について報告があった． 

・『実務シリーズ30 シールド工法』は2月末頃の予定．講習会は2月29日に開催予定． 

・『実務シリーズ29 土の締固め』は講習会も延期． 

・子供向け（小学校高学年以上を対象）の本を発行予定． 
 

8．平成23年度講習会収支報告・アンケート結果(平成23年11月開催) (資料-7、別添資料-2)  

 各担当委員より，講習会の開催結果が報告された． 

(1)『やさしい補強土』講習会（担当：後閑委員） 

・若い人の参加が多く、満足度も高い． 

・来年度は開催時期を早める方向で検討する． 

(2)『続・既設構造物直下の液状化対策工法』講習会（担当：松本委員） 

・本年度2回目の割には、参加者が多く満足度も高い。 

・テキストを新しくしたため、印刷代がかかった。経費について検討が必要． 

(3)『山留めの創意工夫となるほど納得Ｑ＆Ａ』講習会（担当：渡邉幹事） 

・参加人数が多く，大変好評であった． 



・ディスカッション形式を試みた.活発なディスカッションが行われ成功と考える． 

・来年度は開催時期を早める方向で検討する． 

(4)その他 

・5月,6月に開催すると集客が望めそうである． 

・書籍の発行後は早めに講習会を開催することが望ましい． 
 
9．事業企画に対する表彰候補案                             (資料-8) 

 村田委員長より,『地盤に関する解析技術（個別要素法）』講習会を表彰候補として推薦した説明があった． 

 

審議事項 
 
1.平成23年度講習会開催について  (資料-9、別添資料-3) 

(1)会告案 

・『基礎構造物の信頼性設計法』の参加者は現在9名程度． 

・『地盤の地震応答解析入門』は書籍名を変更． 

・『地盤の動的解析-基礎理論から応用まで-』は対象とするコース制を増やす（調査・設計・施工，防災・環境）． 

・『シールド工法』は2月29日に開催予定． 

・『災害廃棄物と放射性物質汚染土壌の処理・処分』は講演会形式とし、最大200名の会場をおさえた． 

・『地山補強土工法』は3月に開催予定．オンデマンド講習会も開催するため、資料の調整が必要． 

(2)一覧表 

・『土を固める原理と応用』は3月開催で調整中． 

・『宅地地盤の耐震技術』は中止． 

・『地盤災害の復旧事例』は2月開催で調整中． 

・『トラブルから何を学んだか』は，渡邉幹事が今後の連絡対応を行う. 
 
2.平成24年度講習会第二次予算案算定に向けて   (資料-10) 

・講習会事業で収益を確保するために改善すること. 

・テキストの書き下ろしでも，基本的には原稿料の支払いを行わない． 

・配布資料は、講習会用に加工した資料データを配信し、参加者が印刷する． 

・講習会の予定が少ないので、『技術の伝承』『わかって使うレーザ計測』の講習会を追加する方向で検討する． 
 
3.その他  (資料-11)  

・ＣＰＤの申請には,二重登録出来ない旨を申請書類に記入する． 

・本社が会員に登録してあれば,支社等でも会員特典は、受けても良い方向で検討する． 
 
4.事業部会への報告・審議事項   

・上記報告事項5、6、8、および審議事項1、2 

 

次回委員会開催日  平成24年2月13日（月）  PM14:00～17:00   於：地盤工学会 3階中会議室 

以上 


